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千葉市農業委員会総会議事録 

 

 
平成３１年３月１４日、千葉市農業委員会会長 長谷部 衡平は、平成３

０年度第１２回千葉市農業委員会総会を千葉中央コミュニティセンター８階

千鳥・海鴎に招集した。 

 

 

＜会議に付した議案＞ 

議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請について      ５件 

議案第２号 農地法第５条の規定による許可申請について     １６件 

議案第３号 農地法第５条の規定による許可後の計画変更承認申請について   １件 

議案第４号 千葉市農用地利用集積計画（案）の決定について   ２３件 

議案第５号 千葉市農業委員会事務局処務規程の一部改正について  １件 

 

 報告第１号 農地法３条の３の規定による届出について       ３件 

報告第２号 農地法第４条第１項第７号の規定による届出について  １４件 

報告第３号  農地法第５条第１項第６号の規定による届出について  ２２件 

報告第４号 農地法第１８条第６項の規定による通知について    ３件 

報告第５号 地目変更について                 ２３件 

報告第６号 農地法の規定に基づく許可を要しない土地の現況確認書について １件 

報告第７号 千葉県農業会議への諮問に係る答申について（第５条） ６件 
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＜出席委員＞（１５名） 

１番 石 井 一 也                ２番 市 原 律 子 

３番 横 山 清 亮                ４番 小 川 友 安 

５番 清 宮 惠理子                ６番 齊 藤 憲 次 

７番 浅 川 政 明                ９番 髙 橋 芳 和       

１０番 竹 下 洋 一              １１番 秋 庭 重 樹                   

１２番 中 村 浩 道              １３番 西 郡 髙 夫                   

１４番 伊 原 茂 久（職務代理者）    １６番 長谷部 衡 平（ 会 長 ） 

１７番 𣘺 本  泉      

 

＜欠席委員＞（２名） 

８番 長谷川 秀 明       １５番 齊 藤 元 治 

 

＜事務局説明員＞ 

事 務 局 長  松 浦 良 恵   次  長    岡 本 茂 之 

次 長 補 佐  橘 薗 俊 朗   農地指導班長  今 井 正 隆   

農地利用最適化推進班長  福 島  悟    農地審査班長  江 上 章 子 
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  議 長 

（長谷部会長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

（長谷部会長） 

 

 

事前審査第２班長 

（𣘺本委員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開 会 （午前１０時００分） 

 

 ただいまより、平成３０年度第１２回千葉市農業委員会総会を

開会いたします。 

お手元の会議日程に従いまして、進行させていただきます。 

本日の出席委員は、１７人中１５人で総会は成立しておりま

す。 

それでは、議事に入ります。 

はじめに、日程第１「議事録署名人の選出」ですが、議席番号

順となっておりますので、私より指名いたします。 

 

議席番号 １３番  西郡 髙夫  委員 

議席番号 １４番  伊原 茂久  委員 

 

のご両名にお願いいたします。 

 

 

 

続きまして、日程第２ 議案第１号「農地法第３条の規定によ 

る許可申請について」を上程いたします。 

事前審査第２班班長、ご説明をお願いします。 

 

ご説明いたします。 

議案書の１ページから３ページをご覧ください。 

はじめに第１項です。 

本項は第２項及び第３項と関連案件ですので一括してご説明

いたします。 

お手元の資料１ページから３ページをご参照ください。 

本案件は、権利者であります中央区生実町に在住の方が、義務

者であります、中央区南生実町に在住の方々が所有する同区同町

の農地を、新規就農のため、いずれも所有権を移転するものです。 

面接した権利者によりますと、農業経験の幅を広げるため、農

政センターで実施される研修の受講が決まっているとのことで

す。 

申請地の取得後の作目は、水稲およびホウレンソウを予定して

おります。 
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議 長 

（長谷部会長） 

 

 

清宮委員 

 

 

事務局 

 

次に第４項です。 

お手元の資料５ページから８ページをご参照ください。 

本案件は、権利者であります稲毛区弥生町２丁目に所在する法

人が、義務者であります緑区板倉町に在住の方が所有する緑区大

木戸町の農地を、新規就農のため、賃借権を設定するものです。 

面接した権利者によりますと、当該法人は近接する農地で営農

型太陽光発電事業を営んでいる法人の関連会社であり、営農に特

化した法人として今後活動していきたいとのことです。 

申請地の取得後の作目は、にんにくを予定しております。 

 

次に第５項です。 

お手元の資料９ページをご参照ください。 

本案件は、権利者であります兵庫県神戸市西区に在住の方が、

義務者であります若葉区大宮町に在住の方が所有する同区同町

の農地を、経営規模拡大のため、所有権を移転するものです。 

申請地の取得後の作目は、サツマイモ及びタマネギを予定して

おります。 

 

事前審査第２班としましては、農地法第３条第２項各号の「全

部効率利用要件」、「農作業の常時従事要件」、「下限面積要件」

及び「地域調和要件」等に適合しており、第４項につきましては、

それらに加え、同法第３条第３項各号の「解除条件」、「地域に

おける役割分担」及び「業務執行役員のうち一人以上の者が農業

に常時従事する」等に適合しており、許可要件の全てを満たして

いるものと判断し、許可相当と意見決定いたしました。 

説明は以上でございます。 

 

ありがとうございました。 

ただいまの、事前審査第２班班長からの説明について、質問、

意見等ございましたら、お願いいたします。 

 

第１項から第３項について、権利者は既に就農している方でし

ょうか。 

 

権利者は、ご友人と共同して稲作を経験しておりますが、ホウ

レンソウにつきましては栽培経験がないため、本市農政センター
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清宮委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

（長谷部会長） 

 

 

議 場 

 

議 長 

（長谷部会長） 

 

 

 

議 長 

（長谷部会長） 

 

 

 

事前審査第２班長 

（𣘺本委員） 

 

 

 

にて研修を受講し、栽培技術の習得に努めるとのことです。 

 

第５項について、過去の農業委員会総会において、農地法第３

条による許可申請の承認を得られた場合、権利者は住所を本市に

移すと伺いましたが、現在は住所を移されたのか、もし移されて

いなければどのような理由があるのでしょうか。 

 

権利者につきましては、平成３０年１１月の第８回農業委員会

総会において、若葉区大宮町の４筆について農地法第３条の許可

を受けました。本件農地は、前回許可申請時に併せて申請する予

定でおりましたが、義務者の登記手続きが未了であったため、申

請できず遅れてしまい今回の申請に至っているものです。これら

の手続きがすべて終了次第転居するとのことで、転居先の確保に

ついても事務局で確認しております。 

 

他に質問、意見等ないようですので、採決いたします。 

事前審査第２班班長の説明のとおり、許可することに賛成の方

は、挙手願います。 

 

         ――― 挙手 ――― 

 

賛成全員でございますので、議案第１号は、許可と決定いたし

ます。 

 

 

 

次に、議案第２号「農地法第５条の規定による許可申請につい

て」及び議案第３号「農地法第５条の規定による許可後の計画変

更承認申請について」を一括して上程いたします。 

 事前審査第２班班長、ご説明をお願いします。 

 

ご説明いたします。 

はじめに議案第２号ですが、第１項から第１０項につきまして

は、現地調査を実施いたしましたので、その結果も併せてご説明

いたします。 

第１項です。 
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議案書４ページをご覧ください。 

資料は１０ページから１２ページをご参照ください。 

資料は位置図、公図、土地利用計画図を添付しております。 

本案件は、駐車場用地とするため、所有権を移転するものです。 

申請土地は、武石インターチェンジの南に位置する農地です。 

農地区分は、３００メートル以内にインターチェンジがあるこ

とから、第３種農地と判断いたしました。 

現況は休耕地で、周辺は農地と住宅が混在しております。 

被害防除は、雨水は自然浸透で処理します。 

また、ブロックを設置し土砂の流出を防止します。 

 

次に、第２項です。 

お手元の資料１３ページから１５ページをご参照ください。 

資料は位置図、公図、土地利用計画図を添付しております。 

本案件は、資材及び車両置場用地とするため使用貸借権を設定

するものです。 

申請土地は、千葉北インターチェンジから北に約２キロメート

ルに位置する農地です。 

農地区分は市街地の区域等から５００メートル以内の農地で、

１０ヘクタール未満の広がりであることから、第２種農地と判断

いたしました。 

現況は休耕地で、周辺は農地と住宅が混在しております。 

被害防除は、雨水を自然浸透で処理します。 

 

次に、第３項です。 

議案書の５ページをご覧ください。 

お手元の資料１６ページから１８ページをご参照ください。 

資料は位置図、公図、土地利用計画図を添付しております。 

本案件は、車両置場用地とするため、所有権を移転するもので

す。 

申請土地は、モノレールスポーツセンター駅から北東に約９０

０メートルに位置する農地です。 

駅から１キロ以内の農地であることから第２種農地と判断い

たしました。 

現況は休耕地で、周辺は住宅が広がっております。 

被害防除は、雨水を自然浸透で処理します。 
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また、盛土、フェンスを設置して土砂の流出を防止します。 

 

次に、第４項です。 

本件は次の第５項及び第６項と同一の権利者・義務者による申

請ではありますが、それぞれ個別に他法令の許可を受け独立して

事業を行うものです。従って、一体案件としては扱いません。 

関連案件として一括してご説明いたします。 

議案書の５ページ及び６ページをご覧ください。 

お手元の資料１９ページから２５ページをご参照ください。 

資料は位置図、公図、土地利用計画図を添付しております。 

本案件は、太陽光発電施設用地とするため、所有権を移転する

ものです。 

申請土地は、松ヶ丘インターチェンジから北東に約１．５キロ

メートルに位置する農地です。 

市街地の区域等から５００メートル以内の農地で１０ヘクタ

ール未満の広がりであることから第２種農地と判断いたしまし

た。 

現況は休耕地で、周辺は農地と住宅が混在しております。 

被害防除は、雨水を自然浸透で処理します。 

また、土堰堤を設置して土砂の流出を防止します。 

他法令関係は再生可能エネルギー特別措置法に該当し、現在手

続き中です。 

 

次に、第７項です。 

議案書の７ページをご覧ください。 

お手元の資料２６ページから２８ページをご参照ください。 

資料は位置図、公図、土地利用計画図を添付しております。 

本案件は、太陽光発電施設用地とするため、所有権を移転する

ものです。 

申請土地は、ＪＲ誉田駅から南東に約２．６キロメートルに位

置する農地です。 

市街地の区域等から５００ｍ以内の農地で１０ヘクタール未

満の広がりであることから第２種農地と判断いたしました。 

現況は休耕地で、周辺は農地と山林が混在しております。 

被害防除は、雨水を自然浸透で処理します。 

また、盛土、フェンスを設置して土砂の流出を防止します。 
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 他法令関係は再生可能エネルギー特別措置法に該当し、現在手

続き中です。 

 

次に、第８項です。 

お手元の資料２６ページと２９ページ及び３０ページを併せ

てご参照ください。 

資料は位置図、公図、土地利用計画図を添付しております。 

本案件は、太陽光発電施設用地とするため、地上権を設定する

ものです。 

申請土地は、ＪＲ誉田駅から南東に約２．６キロメートルに位

置する農地です。 

市街地の区域等から５００メートル以内の農地で１０ヘクタ

ール未満の広がりであることから第２種農地と判断いたしまし

た。 

現況は休耕地で、周辺は農地と山林が混在しております。 

被害防除は、雨水を自然浸透で処理します。 

また、盛土、フェンスを設置して土砂の流出を防止します。 

他法令関係は再生可能エネルギー特別措置法に該当し、現在手

続き中です。 

 

次に、第９項です。 

お手元の資料３１ページから３３ページを併せてご参照くだ

さい。 

資料は位置図、公図、土地利用計画図を添付しております。 

本案件は、太陽光発電施設とするため、所有権を移転するもの

です。 

申請土地は、高田インターチェンジから西に約８００メートル

に位置する農地です。 

農地区分は、市街地の区域等から５００メートル以内の農地で

１０ヘクタール未満の広がりであることから第２種農地と判断

いたしました。 

現況は休耕地で、周辺は農地と住宅が混在しております。 

被害防除は、雨水を自然浸透で処理します。 

また、盛土を設置し、土砂の流出を防止します。 

他法令関係は再生可能エネルギー特別措置法に該当し、現在手

続き中です。 
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次に、第１０項です。 

お手元の資料３４ページから３６ページをご参照ください。 

資料は位置図、公図、土地利用計画図を添付しております。 

本案件は、貸資材置場用地とするため、賃借権を設定するもの

です。 

申請土地は、京成千原線大森台駅から南東に約１ｋｍに位置す

る農地です。 

農地区分は、駅から１キロメートル以内の農地であることから

第２種農地と判断いたしました。 

現況は休耕地で、周辺は農地と住宅が混在しております。 

被害防除は、雨水を自然浸透で処理します。 

また、土留めを設置し、土砂の流出を防止します。 

 

次に、第１１項です。 

本件は、次の第１２項から１４項と一体案件であり、また、議

案第３号第１項と関連案件ですので、一括してご説明いたしま

す。 

議案書の９ページから１０ページ及び１２ページをご覧くだ

さい。 

お手元の資料３７ページをご参照ください。 

本件に係る転用事業は、当初、特定流通業務施設用地を整備す

る事案として、平成３０年８月に開催された、第５回総会に上程

され、その後、合計転用面積が２万平方メートルを超えることか

ら、千葉県知事が許可を行いました。 

その後、本件の権利者である、法人が事業承継を行う計画変更

申請と５条許可申請が提出され、平成３０年１２月の第９回総会

において審議されたのち、平成３１年１月に県知事より承認及び

許可がされております。 

変更申請の内容は、現在進行中の開発事業において緑地面積を

増やすため、事業地に隣接する申請地を特定流通業務施設用地と

したい、というものです。 

従って、変更前に申請のあった事業計画の内容に変更はなく、

５条許可申請地を緑地として事業区域に加えるというものです。

これに伴う計画変更内容は事業費が２５億１,１９４万円から２

５億１,５３６万円７千円に変更となり、事業面積が２万５,２０

８.９５平方メートルから２万６,１９５.９５平方メートルに変
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議 長 

（長谷部会長） 

更となりました。 

それでは、当初事業計画と併せて今回の申請内容についてご説

明いたします。 

申請土地は、武石インターチェンジから北東に約２キロメート

ルに位置する農地です。 

農地区分は農業公共投資の入っていない小集団の生産性の低

い農地であることから、第２種農地と判断しました。 

被害防除は、汚水は汚水管に接続、雨水は浸透槽にて流出抑制

後、側溝に接続します。また、ブロックを設置し、土砂の流出を

防止します。 

他法令関係は、流通業務の総合化及び効率化の促進に関する法

律については認定済みで、都市計画法については、現在変更許可

申請中です。 

本案件は合計転用面積が２万平方メートルを超えることから、

許可権限が千葉市農業委員会ではなく、千葉市農業委員会にて意

見を決定後、許可の判断は千葉県知事が行うことになります。 

 

次に、第１５項です。 

本件は、次の第１６項と一体案件ですので、一括してご説明い

たします。 

議案書１１ページをご覧ください。 

お手元の資料３８ページを併せてご参照ください。 

本案件は、専用住宅用地及び道路用地とするため、所有権を移

転するものです。 

申請土地は、ＪＲ土気駅から北東に約１．４キロメートルに位

置する農地です。 

農地区分は、農業公共投資の入っていない小集団の生産性の低

い農地であることから第２種農地と判断しました。 

被害防除は、汚水は汚水管に接続、雨水は雨水管に接続します。 

 

事前審査第２班としましては、申請内容等に特に問題ないもの 

と判断し、許可及び承認相当と意見決定いたしました。 

 説明は以上でございます。 

 

ありがとうございました。 

ただいまの、事前審査第２班班長からの説明について、質問、
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清宮委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

（長谷部会長） 

 

 

議 場 

 

議 長 

（長谷部会長） 

 

 

 

 

議 長 

（長谷部会長） 

 

 

事前審査第２班長 

（𣘺本委員） 

 

 

 

意見等ございましたら、お願いいたします。 

 

 第１０項について、農地転用の理由について近隣の資材置き場

を利用している事業者からの要望とありますが、その事業者はど

のような事業を行っているのでしょうか。また、その事業者が直

接、農地転用の申請をしない理由を教えてください。 

 

 当該事業者が申請しないことに対する理由は把握しておりま

せん。しかしながら、権利者は不動産業を営んでおり、権利者自

身が転用事業を行い賃貸するメリットが大きいと当事者間にお

いて判断されたものと推測されます。 

 農地転用の許可基準上確認すべき点は、転用事業実施の確実性

であり、その点については、事業者から要望書の提出をもって、

確認しております。 

 

他に質問、意見等ないようですので、採決いたします。 

事前審査第２班班長の説明のとおり、許可及び承認することに

賛成の方は、挙手願います。 

 

        ――― 挙手 ――― 

 

賛成全員でございますので、議案第２号は第１１項から第１４

項については許可相当、それを除く議案第２号については許可、

議案第３号は承認と決定いたします。 

 

 

 

次に、議案第４号「千葉市農用地利用集積計画（案）の決定に

ついて」を上程いたします。 

事前審査第２班班長、ご説明をお願いします。 

 

ご説明いたします。 

本案件は、農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定によ

り、市長より農業委員会に対して、農用地利用集積計画案の適

否についての判断を依頼されたものです。 
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第１項は、若葉区中野町在住の方の所有する同町の田２筆、合

計面積３,１３１平方メートルを同区下田町在住の農家の方に所

有権を移転するもので、対価は９４万円です。 

 

次に第２項は、花見川区検見川町在住の方の所有する緑区平川

町の畑５筆、合計面積４,４３４平方メートルを同区おゆみの中

央在住の農家の方に所有権を移転するもので、対価は４００万円

です。 

 

 続いて、第３項から第７項は、権利者が同一のため一括してご

説明します。若葉区大草町在住の農家の方が、若葉区富田町在住

の５名の方の所有する同町の畑６筆、合計面積５,２５２平方メ

ートルに賃借権を引き続き設定するもので設定期間は、いずれも

６年です。 

 

続いて、第８項及び第９項は、権利者が同一のため一括してご

説明します。若葉区富田町在住の農家の方が、東京都練馬区桜台

在住の方、他１名の所有する若葉区富田町の畑２筆、合計面積４,

５７０平方メートルに賃借権を引き続き設定するもので、設定期間

はいずれも６年です。 

 

続いて、第１０項及び第１１項は、権利者が同一のため一括し

てご説明します。若葉区みつわ台在住の農家の方が、若葉区富田

町在住の２名の方の所有する同町の畑３筆、合計面積５,１１３

平方メートルに賃借権を引き続き設定するもので、設定期間はいず

れも６年です。 

 

続いて、第１２項から第２３項は、千葉みらい農業協同組合の

実施する農地利用集積円滑化事業に係る案件です。 

 第１２項及び第１３項は、農地利用集積円滑化団体の千葉みら

い農業協同組合が、花見川区犢橋町在住の方の所有する同町の畑

１筆、面積２,３９７平方メートルを賃借にて借り上げ、同区花

見川の農家の方に賃借権を引き続き設定するもので、設定期間は

５年です。 

 

続いて、第１４項及び第１５項は、農地利用集積円滑化団体の
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千葉みらい農業協同組合が、花見川区武石町在住の方の所有する

同町の畑１筆、面積２,２６４平方メートルを賃借にて借り上げ、

同町の農家の方に賃借権を引き続き設定するもので、設定期間は

３年です。 

 

続いて、第１６項及び第１７項は、農地利用集積円滑化団体の

千葉みらい農業協同組合が、花見川区武石町在住の方の所有する

同町の畑１筆、面積８９２平方メートルを賃借にて借り上げ、同

町の農家の方に賃借権を引き続き設定するもので、設定期間は３

年です。 

 

続いて、第１８項及び第１９項は、農地利用集積円滑化団体の

千葉みらい農業協同組合が、美浜区幸町在住の方の所有する若葉

区中田町の畑２筆、合計面積５,２４７平方メートルを賃借にて

借り上げ、同町の農家の方に賃借権を引き続き設定するもので、

設定期間は３年です。 

 

続いて、第２０項及び第２１項は、農地利用集積円滑化団体の

千葉みらい農業協同組合が、緑区平川町在住の方の所有する同区

高田町の畑２筆、合計面積５,３０４平方メートルを賃借にて借

り上げ、中央区今井町の農家の方に賃借権を引き続き設定するも

ので、設定期間は６年です。 

 

続いて、第２２項及び第２３項は、農地利用集積円滑化団体の

千葉みらい農業協同組合が、緑区平川町在住の方の所有する同町

の畑２筆、合計面積４,０００平方メートルを使用貸借にて借り

上げ、若葉区加曽利町の農家の方に使用貸借権を引き続き設定す

るもので、設定期間は３年です。 

 

第１項から第２３項までの合計面積は４万２，６０４平方メー

トルです。 

本計画（案）は、本市において基本構想に適合するとともに、

権利者が経営農地の全てを効率的に利用し、必要な農作業に常時従

事するものとして作成されたものです。 

 

事前審査第２班といたしましても、利用権の受け手要件に適合
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議 長 

（長谷部会長） 

 

 

西郡委員 

 

 

事務局 

 

議 長 

（長谷部会長） 

 

 

議 場 

 

議 長 

（長谷部会長） 

 

 

 

議 長 

（長谷部会長） 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

し、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たして

いると判断されるため、決定相当と意見決定いたしました。 

説明は以上でございます。 

 

ありがとうございました。 

ただいまの、事前審査第２班班長の説明について、質問、意見

等ございましたら、お願いいたします。 

 

 第１２項について、年間の賃借料が４２万円と高額のように思

われます。 

 

 この金額で権利者と義務者が合意されたとのことです。 

 

 他に質問、意見等ないようですので、採決いたします。 

事前審査第２班班長の説明のとおり、決定することに賛成の方

は、挙手願います。 

 

             ――― 挙 手 ――― 

  

賛成全員でございますので、議案第４号は、原案どおり決定と

いたします。 

 

 

 

次に、議案第５号「千葉市農業委員会事務局処務規程の一部改

正について」を上程します。 

 本議案は、農業委員全員による審議を経て可否を決定すること

が適当であることから、事前審査会では、事務局による議案説明

及び質疑のみを行い、意見決定は行っておりませんので、再度、

事務局からご説明をお願いします。 

 

議案第５号「千葉市農業委員会事務局処務規程の一部改正」に

ついてご説明します。  

本議案については、農業委員会総会で審議する案件として、農

地法等の申請を事前に審査する事前審査会では審議しておりま

せん。 
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議 長 

（長谷部会長） 

 

 

横山委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

議案書の別冊１ページをご覧ください。 

農業委員会事務局処務規程とは農業委員会事務局で処理をす

る事務について定めた規程です。 

農業委員の皆様には２月の総会で、農地利用最適化推進委員の

皆様にはお手紙でお知らせさせていただきましたが、４月から農

業委員会事務局の組織体制が変更になることに伴う改正です。 

主な内容は２点です。 

 

１点目ですが、農業委員会事務局長は、現在、市長部局の農政

部農地活用担当部長という職も兼ねておりますが、４月から農業

委員会事務局長は農政部長が兼務することとなりましたので、そ

の部分の改正を行うものです。 

 

２点目は、今までは農業委員会事務局長が農地法の届出事務な

どを決裁して、報告案件として農業委員会総会にご報告しており

ましたが、今回の組織改正に伴い専決区分の見直しを行い、農地

法の届出等の事務について農業委員会事務局次長が決裁を行い、

総会に報告するという改正を行うものです。 

 

具体的な改正内容は、別冊の１ページ２ページにその内容、続

いて新旧対照表と改正後の処務規程がそれぞれございますので

後程ご覧頂ければと思います。 

議案第５号の説明は以上でございます。 

 

  ありがとうございました。 

ただいまの、事務局からの説明について、質問、意見等ござい

ましたら、お願いいたします。 

 

 第１点目について、改めて見直しの経緯についてご説明をお願

いします。また改正されることにより今後、具体的にどのような

点が変わるのかを教えてください。 

 

 平成３１年４月１日より組織改正が行われ、農業委員会事務局

長が農地活用担当部長から農政部長による兼務に変更になるこ

とによるものです。農政部長は農業委員会事務局をはじめ、農地

活用推進課、農政課、農政センターの業務についても確認する必
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𣘺本委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

議 長 

（長谷部会長） 

 

 

議 場 

 

議 長 

（長谷部会長） 

 

 

 

議 長 

（長谷部会長） 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

要があり、非常に広範囲を所管することになります。 

そのため、農地法の届出等の事務につきましては農業委員会事

務局の事務を専任することができる農業委員会事務局次長に決

裁の権限を委譲することで十分な確認ができると判断しました。 

  

 農業委員会は市長部局から独立した行政機関であり、農業委員

会会長が市長に対して意見書を提出しています。そのため、農政

部長が農業委員会事務局長を兼務することになると、意見書を自

らの組織に提出することになるように思われます。 

 

 確かにそのような懸念があると思いますが、あくまでも農業委

員会事務局長としての業務と農政部長としての業務は完全に独

立して行うことになりますので、その点はご理解いただきたいと

思います。 

 

他に質問、意見等がないようですので、採決いたします。 

事務局の説明のとおり、処務規程の一部改正について賛成の方

は、挙手願います。 

 

――― 挙手 ――― 

 

賛成全員でございますので、議案第５号は原案のとおり決定と

いたします。 

 

 

 

以上で審議案件は終了いたしましたので、報告案件について、

第１号から第７号までを一括して上程いたします。 

事務局よりご説明をお願いします。 

 

報告案件について、ご説明いたします。 

議案書の２６ページをご覧ください。 

報告第１号「農地法第３条の３の規定による届出について」は、

相続等により農地の権利を取得した旨の届出があったもので、３

件ございました。 

添付書類も含め完備しておりましたので、事務局長専決によ
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り、全項受理通知書を交付いたしました。 

議案書の２７ページをご覧ください。 

報告第２号「農地法第４条第１項第７号の規定による届出につ

いて」は、市街化区域内の農地を転用するため、その旨の届出が

あったもので議案書の２９ページまでに１４件ございました。 

添付書類も含め完備しておりましたので、事務局長専決によ

り、全項受理通知書を交付いたしました。 

 

議案書の３０ページをご覧ください。 

報告第３号「農地法第５条第１項第６号の規定による届出につ

いて」は、土地所有者以外の者が市街化区域内の農地を転用する

ため、その旨の届出があったもので、議案書の３２ページまでに

２２件ございました。 

添付書類も含め完備しておりましたので、事務局長専決によ

り、全項受理通知書を交付いたしました。 

 

議案書の３３ページをご覧ください。 

報告第４号「農地法第１８条第６項の規定による通知につい

て」は、農地所有者と借り手の耕作者の双方の合意による賃貸借

の解約について農業委員会に通知するもので、３件ございまし

た。 

添付書類も含め完備しておりましたので、事務局長専決によ

り、書類を受理いたしました。 

 

議案書の３４ページをご覧ください。 

報告第５号「地目変更について」は、申請地の現況について、

農地であるか非農地であるか法務局から照会があったもので、議

案書の３５ページまでに２３件ございました。 

農業委員による現地調査を行いました結果、いずれも、内容に

つきましては、記載のとおりであり、法務局に回答済みでござい

ます。 

 

議案書の３６ページをご覧ください。 

報告第６号「農地法の規定に基づく許可を要しない土地の現況

確認書について」は、申請地の現況について、農地であるか非農

地であるか土地所有者から証明願があったもので、１件ございま

した。 
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議 長 

（長谷部会長） 

 

 

 

 

議 長 

（長谷部会長） 

 

 

 

 

議 長 

（長谷部会長） 

 

 

 

 

 

農業委員による現地調査を行いました結果、内容につきまして

は記載のとおりであり、確認書を発行済みです。 

 

議案書の３７ページをご覧ください。 

報告第７号「千葉県農業会議への諮問に係る答申について（第

５条）」は、６件ございました。 

内容につきましては、２月の総会で審議されたもので、２月１

５日に開催された千葉県農業会議より「許可相当」との回答があ

り、許可指令書を交付いたしました。 

報告案件につきましては、以上でございます。 

 

ありがとうございました。 

ただいまの報告第１号から第７号について、質問、意見等ござ

いましたらお願いいたします。 

 

――― 質問・意見なし ――― 

 

質問、意見等ないようです。 

これらは報告案件でございますので、ご承認いただきたいと存

じます。 

 

 

 

以上をもちまして、平成３０年度第１２回千葉市農業委員会総

会を閉会いたします。 

委員の皆様には、大変お忙しい中、慎重審議を賜りまして、あ

りがとうございました。 

 

閉 会 （午前１１時４０分） 

 

 

 


